
　子育て支援センターでは、子育ての仲間づくりや子ども同士の出会

いの場となるように、なかよし広場や子育て講座を開催しています。

３月11日の子育て講座では、studioこぐまの本間かりんさんを講師に

厚紙に毛糸を巻き付けてフォトフレームを製作しました。様々な活動

をしていますので、お子さんと是非ご参加ください。
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令
和
３
年
度

　
　
　
　
施
政
方
針

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方

　

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
や
国
・
県
の
政

策
動
向
を
捉
え
な
が
ら
、「
白
い
森
ま
る
ご
と

ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
基
軸
で
あ
る

　

１　

白
い
森
の
国
を
担
う
「
人
」
づ
く
り

　

２　

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
環
境
」
づ
く
り

　

３　

白
い
森
を
舞
台
と
す
る
活
き
活
き
と
し
た　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
暮
ら
し
」
づ
く
り

　

４　

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

の
４
つ
の
柱
に
、
沿
っ
て
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
、
施
策
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
「
先

を
見
る
目
」
、「
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」、「
町
民

の
意
見
を
聞
く
こ
と
」と
い
う
視
点
で
精
査
し
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
重
視

し
て
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。



■
保
育
料
の
無
償
化

　

町
独
自
に
実
施
し
て
い
る
、
３
歳
か

ら
５
歳
児
ま
で
の
保
育
料
を
完
全
無
償

化
す
る
と
と
も
に
、
０
歳
か
ら
２
歳
児

の
食
事
料
相
当
分
を
減
額
し
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
引

き
続
き
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料

は
第
２
子
の
場
合
は
半
額
、
第
３
子
の

場
合
は
無
料
と
し
ま
す
。

■
保
小
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

　

保
育
園
か
ら
高
校
ま
で
の
15
年
間
を

系
統
的
、
連
続
的
に
学
習
を
積
み
上
げ
、

地
域
に
根
ざ
し
、
国
際
社
会
や
情
報
化

社
会
に
順
応
し
た
力
を
育
て
、
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
力
を
よ
り
大
き
く
伸

ば
す
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

■
必
要
と
さ
れ
る
支
援
体
制
を

　

学
習
支
援
員
や
保
小
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
等
の
人
的
体
制
を
整
備
し
、

質
の
高
い
教
育
環
境
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
教
育
相
談
員
の
配
置
や
、
臨
床

心
理
士
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
開
催
し
、
各
種
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
に
対
し
、

き
め
細
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
学
び
の
充
実
化

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教
育
の

推
進
に
向
け
、
児
童
生
徒
ひ
と
り
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
ま
し
た

の
で
、
新
学
習
指
導
要
領
で
定
め
る
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

と
「
情
報
活
用
能
力
の
育
成
」、「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

■
地
域
留
学
が
本
格
始
動

　

内
閣
府
の
採
択
を
受
け
取
り
組
ん
で

い
る
「
高
校
生
の
地
域
留
学
推
進
の
た

め
の
高
校
魅
力
化
支
援
事
業
」
の
成
果

と
し
て
、
本
年
度
、
同
校
で
は
１
年
間

の
地
域
留
学
生
５
人
（
２
年
生
男
子
３

人
・
女
子
２
人
）
を
県
外
か
ら
受
け
入

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
留
学
生
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
生
活

費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
同

校
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
全
国
か

ら
入
学
生
の
受
入
を
開
始
す
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
は
、
側
面
支
援

策
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
地
域
・
教

育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
連
携

し
、
生
徒
募
集
に
向
け
た
情
報
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
と
学
校
が
交

流
を
通
し
て
挑
戦
す
る
力
や
地
域
に
貢

献
す
る
力
を
養
い
、
地
域
を
担
う
人
財

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
ワ
カ
モ
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
継
続

　

昨
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
、
町
内

の
若
者
と
町
と
関
わ
り
の
あ
る
協
働
人

口
に
よ
る
人
財
育
成
講
座
「
小
国
☆
地

域
み
ら
い
塾
」
を
継
続
し
、
町
民
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
参
画
を
促
し

て
い
き
ま
す
。

■
移
住
定
住
の
促
進

　

都
市
に
住
む
若
者
を
中
心
に
「
田
園

回
帰
」
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
首
都
圏
で
の
移
住
イ
ベ
ン
ト
へ

の
開
催
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
用
い
て
町
や
町
内
企
業
の
情
報

発
信
に
取
り
組
み
、
移
住
、
定
住
を
促

す
施
策
を
総
合
的
に
展
開
し
、
移
住
者

の
増
加
、
企
業
の
人
材
確
保
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
移
住
さ
れ
る
か
た
で
、
新

規
に
就
労
さ
れ
る
か
た
、
子
育
て
中
の

世
帯
、
小
国
高
校
へ
就
学
さ
れ
る
世
帯

及
び
東
京
23
区
か
ら
移
住
さ
れ
る
か
た

に
そ
れ
ぞ
れ
転
居
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
ほ
か
、
町
内
に
お
い
て
結
婚
に
よ

る
新
生
活
を
営
ま
れ
る
世
帯
を
支
援
し

ま
す
。

■
移
住
者
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

　

小
国
ら
し
い
暮
ら
し
方
、
働
き
方
に

つ
い
て
、
８
つ
の
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
モ
デ

ル
を
構
築
し
、
働
く
か
た
の
住
宅
環
境

や
受
入
組
織
の
構
築
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
し
て
き
た
若
者
が
受
入

組
織
と
し
て
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
」
の
設
立
を
目
指
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

人
材
募
集
及
び
短
期
・
中
期
的
な
マ
ル

特集　令和３年度施政方針および予算
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特集　令和３年度施政方針および予算

チ
ワ
ー
ク
の
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
な

が
ら
、
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
の
確
保
と
移

住
、
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。（
マ
ル

チ
ワ
ー
ク
＝
時
間
や
季
節
ご
と
に
様
々

な
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
る
働
き
方
）

■
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
予
備
調
査
へ

　

次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
に
整
備
構
想
を
、

28
年
度
に
整
備
基
本
計
画
、
29
年
度
に

基
本
設
計
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
ま
と
め
、

昨
年
度
は
、
建
設
候
補
地
の
規
模
や
形

状
、
交
通
や
周
辺
環
境
、
防
災
・
災
害

対
策
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
土
地
利

用
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
広
く
町
民
各
層
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
建
設
場
所
の
確

定
や
実
施
設
計
に
向
け
た
予
備
調
査
を

行
い
ま
す
。

■
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
ニ
ホ

ン
ザ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
行
う
と

と
も
に
、
電
気
柵
の
設
置
費
や
狩
猟
免

許
取
得
費
を
助
成
し
、
農
作
物
被
害
の

軽
減
と
田
畑
を
保
全
し
て
い
く
対
策
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
モ
デ
ル
地
区
を

選
定
し
、
講
習
会
の
開
催
や
有
害
鳥
獣

の
進
入
路
と
な
る
里
山
を
刈
り
払
う
緩

衝
帯
の
整
備
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
鳥

■
置
賜
一
丸
で
観
光
推
進

　

本
町
の
観
光
施
策
を
一
層
強
化
す
る

た
め
、
置
賜
地
域
で
の
観
光
地
域
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
る
「
や
ま
が
た
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
観
光
局
」
に
参
画
し
、
近
隣

市
町
と
一
体
と
な
っ
た
観
光
情
報
の
発

信
や
町
内
の
受
入
体
制
の
整
備
な
ど
を

行
い
、
地
域
の
魅
力
づ
く
り
と
交
流
人

口
の
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ)

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
推
進
に
向

け
、
町
民
や
職
員
を
対
象
と
す
る
研
修

会
を
開
催
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
向
け
た
取
り
組

み
を
展
開
し
ま
す
。

獣
被
害
対
策
を
実
施
し
効
果
を
検
証
し

ま
す
。

■
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　

国
土
強
靭
化
基
本
法
に
基
づ
く
、「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３

カ
年
緊
急
対
策
」
へ
の
対
応
と
し
て
、

町
土
の
強
靱
化
対
策
に
資
す
る
「
国
土

強
靱
化
地
域
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
小
国
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い

て
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
山
形
県
地

域
防
災
計
画
な
ど
の
改
正
内
容
を
反
映

し
た
計
画
に
見
直
し
ま
す
。

■
新
山
道
の
建
設
促
進

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、「
小
国
道
路
」
が
事
業
化
さ

れ
、
路
線
測
量
、
地
盤
調
査
、
道
路
設

計
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
。
今
後
も
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
を
中
心
に
、
関
係
機
関
団
体
と
連
携

し
、
事
業
促
進
に
向
け
て
活
動
を
展
開

し
ま
す
。
加
え
て
、「
小
国
道
路
」
に
お

け
る
町
内
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
向

け
た
町
独
自
の
要
望
活
動
も
進
め
ま
す
。

■
効
率
的
な
町
営
バ
ス
の
運
行

　

公
共
交
通
の
確
保
と
し
て
、
町
営
バ

ス
車
両
の
１
台
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
か
ら

ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
に
更
新
し
効
率
化
を
図

る
ほ
か
、
町
営
バ
ス
４
路
線
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
３
路
線
の
運
行
管
理
を
継

続
し
ま
す
。
な
お
、
運
行
に
あ
た
っ
て

は
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
編
成

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
北
部

地
区
振
興
協
議
会
が
通
年
運
行
し
て
い

る
、
空
白
地
運
送
の
運
営
費
を
継
続
し

て
支
援
し
ま
す
。

▼

白

い

森

の

魅

力

を

磨

く
「

環

境

」

づ

く

り

▲ ▲コロナ禍によりオンライン移住相談を実施

▲鳥獣被害対策実施隊による猿の追い払い
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特集　令和３年度施政方針および予算

■
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
の
推
進

　

白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
の

実
現
に
向
け
、
コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
な

が
ら
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
交
流
事
業

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
食
や
健
康
、

環
境
を
切
り
口
と
し
て
、
都
市
と
地
方

の
住
民
が
と
も
に
学
ぶ
事
業
や
積
極
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、「
白

い
森
お
ぐ
に
」
の
認
知
度
向
上
と
関
係

人
口
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

白
い
森
ま
る
ご
と
塾
を
継
続
し
、
稼
ぐ

力
の
醸
成
、
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
磨
き
を
掛
け
る
と

と
も
に
、
白
い
森
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
塾
を

発
展
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の

支
援
や
、
町
内
事
業
者
が
地
域
外
の
事

業
者
等
と
と
も
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
構
築
す
る
た
め
の
場
を
創
出
し
、

地
域
経
済
の
好
循
環
を
目
指
し
ま
す
。

■
農
業
の
担
い
手
育
成

　

高
齢
化
に
伴
う
農
業
者
の
離
農
な
ど

に
よ
り
、
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

費
補
助
金
、
町
独
自
の
創
農
チ
ャ
レ
ン

ジ
給
付
金
を
交
付
し
、
経
営
の
不
安
定

な
就
農
初
期
段
階
の
経
営
安
定
化
を
支

援
し
、
農
業
の
担
い
手
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
水
稲
農
家
の
受
給
調
整
支
援

　

小
国
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
を
通
し

て
、
水
稲
生
産
農
家
の
水
稲
作
付
け
の
需

給
調
整
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
転
作
地

に
お
け
る
山
菜
、
飼
料
作
物
な
ど
振
興
作

物
の
作
付
面
積
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

■
井
の
下
頭
首
工
改
修

　

若
山
地
内
の
井
の
下
頭
首
工
は
、
経

年
劣
化
に
よ
り
機
能
低
下
が
生
じ
て
お

り
、
山
形
県
の
事
業
と
し
て
本
年
度
か

ら
４
カ
年
計
画
で
改
修
工
事
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
事
業
費

の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

■
長
期
的
な
森
林
づ
く
り

　

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
る
民
有

林
に
つ
い
て
、
森
林
施
業
の
標
準
的
な

方
法
及
び
森
林
の
保
護
の
規
範
、
路
網

整
備
の
考
え
方
を
定
め
る
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
森
林
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
あ
る
森
林
整
備
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

■
野
生
キ
ノ
コ
出
荷
自
粛
解
除
に
向
け

　

野
生
キ
ノ
コ
の
出
荷
自
粛
解
除
に
向

け
、
残
る
マ
イ
タ
ケ
な
ど
８
品
目
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
検
体
採
取
に
努
め
、

国
や
県
に
対
し
て
、
一
日
も
早
い
解
除

を
働
き
か
け
ま
す
。

■
道
の
駅
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り

　

道
の
駅
白
い
森
お
ぐ
に
の
公
園
緑
地

化
を
継
続
し
、
本
年
度
は
、
下
段
斜
面

に
白
い
森
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
あ
し
ら
っ
た

花
の
植
栽
地
を
整
備
し
ま
す
。
今
後
も
、

来
訪
者
の
み
な
ら
ず
町
民
も
足
を
運
び

た
く
な
る
施
設
を
目
指
し
、
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
の
両
面
が
一
体
と
な
っ
た
魅
力

づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
道
の
駅
を
中

心
に
四
季
を
通
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
を

創
出
し
ま
す
。

■
新
潟
・
仙
台
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　

株
式
会
社
小
国
町
地
域
総
合
商
社
で

は
、
新
潟
市
と
仙
台
市
で
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
を
試
験
的
に
開
設
し
、
町
の
特

産
品
の
販
売
や
情
報
発
信
を
行
う
と
と

も
に
、
両
地
方
拠
点
都
市
か
ら
の
誘
客

を
含
め
た
交
流
ツ
ア
ー
を
展
開
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
、
本
年
度
、
本
町
で
は

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
２
回
目
（
１
回

目
は
令
和
２
年
度
予
算
に
計
上
）
と
65

歳
未
満
の
か
た
に
対
す
る
２
回
分
の
接

種
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
接
種
時
期
に

▼
白
い
森
を
舞
台
と
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

活
き
活
き
と
し
た
「
暮
ら
し
」
づ
く
り
▲

▲白い森まるごと塾
　地域ブランドの磨き方を学びます
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特集　令和３年度施政方針および予算

病
院
機
能
の
在
り
方
や
経
営
健
全
化
に

向
け
た
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
町
に

　

昨
年
度
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
計
画
に
沿

っ
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
町

内
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材

が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
内
在
住

者
の
介
護
技
術
の
習
得
を
促
進
す
る
た

め
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
介

つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
配
布
さ
れ
、

町
内
で
の
接
種
体
制
が
整
い
次
第
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
接
種
を
開
始
す

る
計
画
で
す
。

■
安
定
的
な
病
院
経
営

　

町
立
病
院
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
に
よ
る
受
診
者
の
減
少
に
加
え

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
受
診
控
え
な
ど
か
ら
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
一

次
医
療
機
関
と
し
て
、
責
任
の
あ
る
医

療
の
提
供
と
安
定
的
な
運
営
に
向
け
、

護
職
員
初
任
者
研
修
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
同
研
修
を
小
国
高
校
生
、
移
住
者

が
受
講
す
る
場
合
は
15
万
円
、
そ
の
他

の
か
た
は
８
万
円
の
受
講
料
を
支
援
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
介
護
福
祉
士
の
資
格

取
得
の
際
に
必
要
な
実
務
者
研
修
の
受

講
料
を
支
援
し
ま
す
。

■
人
工
透
析
患
者
の
送
迎
と
負
担
軽
減

　

町
外
に
通
院
し
て
い
る
人
工
透
析
患

者
の
送
迎
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

送
迎
事
業
を
利
用
さ
れ
な
い
か
た
へ
の

交
通
費
を
助
成
し
、
引
き
続
き
、
身
体
的
・

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

■
障
害
者
の
自
立
支
援

　

障
が
い
を
持
つ
か
た
が
、
安
心
し
て

白い森の国を担う「人」づくり
保小中高一貫教育支援事業 3,785万２千円

ＩＣＴ活用推進事業 2,867万２千円

高校生の地域留学推進のための高校魅力化支援事業 1,000万６千円

ワカモノプロジェクト推進事業 802万５千円

移住定住促進事業 1,571万７千円

次期総合センター建設事業 2,021万８千円

妊婦出産支援事業 480万３千円

子育て支援センター運営事業 740万６千円

福祉医療給付事業 4,363万８千円

学校・家庭・地域の連携協働推進事業 761万８千円

地域づくり支援員導入事業 946万円

地域資源活用域学連携事業 167万円

白い森の魅力を磨く「環境」づくり
有害鳥獣被害対策事業 466万１千円

公共交通運行事業 4,208万４円

やまがたアルカディア観光推進事業 2,405万５円

ＳＤＧｓ推進事業 90万円

町道長者原内川線道路整備事業 2,769万５千円

除雪事業 ２億2,769万５千円

除雪機械購入事業 4,957万２千円

小国の住宅総合支援事業 1,770万円

町道橋補修事業 １億1,500万円

防災計画更新事業 358万６円

高齢者等暮らし応援事業 905万４千円

灯油購入費助成事業 210万円

町民総合体育館改修事業 １億8,270万円

白い森を舞台とする活き活きとした「暮らし」づくり
白い森みらい創生事業 3,180万４千円

農業　担い手育成事業 367万円

需給調整推進事業 671万７千円

町有林造林事業 1,564万３千円

野生きのこ出荷自粛対策事業 79万２円

道の駅機能拡充事業 2,782万８千円

横根スキー場維持管理事業 2,468万円

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 3,319万７千円

健康増進事業 876万２千円

人工透析患者送迎事業 2,357万４千円

障害者自立支援給付事業 １億4,661万４千円

地域企業等人材確保支援事業 123万２千円

歴史民俗資料館整備事業 17万５千円

持続可能な行財政運営
職員研修事業 867万３千円

ふるさと納税事業 １億6,186万８千円

衆議院議員総選挙執行事業 575万４千円

令和３年度の主な事業

▲まちかど医療相談室
(ショッピングセンターアスモ）
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特集　令和３年度施政方針および予算

自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
が
送

ら
れ
る
よ
う
、
障
が
い
の
程
度
や
状
況

に
応
じ
て
、
移
動
支
援
や
活
動
支
援
、

補
装
具
の
給
付
を
行
う
ほ
か
、
特
別
支

援
学
校
及
び
作
業
所
へ
の
通
学
、
通
所

を
支
援
し
ま
す
。

■
外
国
人
実
習
生
の
母
国
に
情
報
発
信

　

町
内
企
業
に
就
職
し
た
新
社
会
人
を

対
象
と
し
た
就
職
お
祝
い
会
を
継
続
し

て
開
催
し
、
町
内
企
業
の
雇
用
の
安
定

と
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
町

で
働
く
外
国
人
技
能
実
習
生
の
交
流
の

場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
母
国
語
に
翻
訳
し
て
い
た
だ

き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
な
が
ら
、

外
国
人
技
能
実
習
生
の
母
国
に
情
報
を

　

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
。
す
な
わ
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
が
必
要

と
な
っ
た
現
在
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
（
新

し
い
常
態
）
を
意
識
し
た
行
動
が
求
め

ら
れ
、
従
来
の
生
活
様
式
や
働
き
方
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
「
転
換
期
」
が
過
去
に
２
度
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
の
転
換
期
は
１
９
９
０
年
代

に
お
け
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の

到
来
」
で
あ
り
、
２
つ
目
は
２
０
０
８

年
の
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
で
す
。

私
た
ち
は
そ
の
時
々
の
変
容
を
巧
み
に

受
け
入
れ
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
３

つ
目
の
転
換
期
と
な
っ
た
今
、
そ
の
経

験
と
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
、「
意
識
を

変
え
る
」、「
行
動
を
変
え
る
」、「
生
活

を
変
え
る
」、「
働
き
方
を
変
え
る
」。
そ

の
歩
み
を
進
め
る
年
と
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
「
新
し
い
常
態
の
安

心
」
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

る
「
白
い
森
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
を

積
み
増
し
し
、
各
種
の
地
域
活
性
化
に

資
す
る
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

■
万
全
な
選
挙
管
理
体
制
の
保
持

　

任
期
満
了
に
伴
う
衆
議
院
議
員
総
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
万
全
な

選
挙
管
理
体
制
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
執
行
経
費
を
確
保
し
ま
し
た
。

▼

持

続

可

能

な

行

財

政

運

営

▲

※
施
政
方
針
の
全
文
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼

む

す

び

に

▲

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策
定

　

２
０
２
５
年
を
目
標
年
次
と
す
る
第

５
次
小
国
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
的
、
効
果
的
な

事
業
展
開
を
図
る
た
め
、
第
２
期
地
域

創
生
総
合
戦
略
と
一
体
的
に
事
業
を
展

開
し
ま
す
。
ま
た
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
の
新
た
な
制
定
に
向
け

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本

町
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い

て
も
、
新
た
な
過
疎
法
の
施
行
に
合
わ

せ
て
策
定
し
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
効
果
的
な
活
用

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、
昨
年
度
は

１
億
４
千
万
円
を
超
え
る
寄
附
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
町
を
応
援
す
る
多

様
な
人
々
の
思
い
が
反
映
さ
れ
た
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
を
原
資
と
す

▲横根スキー場維持管理費の一部にも
　白い森ふるさと応援基金を活用

発
信
し
ま
す
。

■
歴
史
民
俗
資
料
活
用

　

閉
校
校
舎
に
保
管
し
て
い
る
学
校
郷

土
資
料
や
、
白
い
森
暮
ら
し
の
資
料
館

等
に
収
蔵
し
て
い
る
歴
史
民
俗
資
料
を

後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
の
郷
土
学
習
等
へ
の
活
用
を
図
る
た

め
、
収
蔵
資
料
に
応
じ
た
保
管
方
法
や

展
示
、
活
用
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▲新社会人にお祝い金を交付
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　令和３年度予算

が、小国町議会３月

定例会で可決されまし

た。一般会計予算は

60億2,800万円。昨年

度より300万円減少し

ました。一般会計と特

別会計、企業会計をあ

わせた町予算の総額

は、104億7,318万９千

円。昨年度に比べ4,290

万９千円（0.4％）の増

額となりました。

一般会計予算 60億2,800万円60億2,800万円
昨年度から300万円減額昨年度から300万円減額

■一般会計

■特別会計

簡 易 水 道 事 業

国民健康保険事業

部 落 有 財 産

下 水 道 事 業

訪 問 看 護

介 護 保 険

後期高齢者医療

60億2,800万円

3,363万円

６億8,518万円

１億87万円

３億6,651万円

8,490万円

10億9,548万円

１億1,066万円

■企業会計

病 院 事 業

老人保健施設事業

水 道 事 業

工業用水道事業

12億4,752万円

３億9,062万８千円

１億8,253万９千円

１億4,727万２千円 

令和３年度各会計予算総額

104億7,318万円９千円
（前年度比0.4％増）

【令和３年度各会計予算】

（▲0.05％）

（8.3％）

（▲2.7％）

（▲5.8％）

（▲1.6％）

（2.6％）

（5.0％）

（▲0.5％）

町税　
９億1,614万４千円
町税　
９億1,614万４千円 使用料および手数料

7,685万１千円
使用料および手数料
7,685万１千円
分担金および負担金
1,118万円
分担金および負担金
1,118万円

繰入金
４億6,862万８千円
繰入金
４億6,862万８千円
その他
２億6,134万５千円
その他
２億6,134万５千円

地方譲与税等
２億6,366万３千円
地方譲与税等
２億6,366万３千円

地方交付税　26億8,000万円地方交付税　26億8,000万円

町債
６億2,450万円
町債
６億2,450万円

国・県支出金
７億2,568万９千円
国・県支出金
７億2,568万９千円

自主財源
28.8％
自主財源
28.8％

依存財源
71.5％
依存財源
71.5％

令 和 年３ 度 予 算

歳 入
一 般 会 計

（▲1.0％）

（▲2.6％）

   （24.6％）

 　（5.3％）

広報おぐに　2021.4
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新
年
度
予
算
概
要

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
総

額
は
60
億
２
８
０
０
万
円
で
横
根

ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
改
修
事
業
は

終
了
し
た
も
の
の
、
次
期
総
合

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
に
よ

り
前
年
度
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
り
、

３
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
全
体
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
伴
い
、
町
内
経
済
が
停
滞

基
調
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
な

減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
前
年
度

比
０
・
６
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
債
は
前
年
度
比
２
・
２
％

減
、
国
庫
支
出
金
は
前
年
度
比
１
・

４
％
減
、県
支
出
金
は
前
年
度
比
３
・

３
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
に
お
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
減
少
し
た
こ
と

に
よ
り
返
礼
品
に
要
す
る
経
費
等

の
減
に
よ
り
前
年
度
比
６
・
７
％
の

減
、
衛
生
費
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保

【 歳 入 】

■町税　住民の皆さんや法人などに納めていただく税金
（町民税・固定資産税・たばこ税・軽自動車税など）
■地方交付税　市町村の財政状況に応じて、国から交付
されるお金。自治体間の財政力の不均衡をなくし、一
定の行政サービスを行うことができるよう国税（所得
税・酒税・消費税など）として集められた税金のうち、
一定割合を再分配したもの

■町債　町の借入金（借金）
■国・県支出金　市町村が行う特定の事業に対して、国
や県から交付されるお金

【 歳 出 】

■総務費　行政事務などに関する経費
■民生費　障がい者福祉、高齢者福祉、子育て支援などの経費
■衛生費　生活環境の保全、疾病予防、健康増進などの経費
■農林水産業費　農林水産業の振興・支援や、基盤整備などに
関する経費

■商工費　商工業や観光振興のための経費
■土木費　道路や河川を整備・管理するための経費
■教育費　教育や生涯学習、文化・スポーツなどの振興を図る
ための経費

■公債費　事業を行うため借りた町債の元金・利息などを支払
う経費

事
業
に
よ
り
前
年
度
比
９
・
８
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商

工
費
で
は
新
規
雇
用
が
見
込
ま
れ

る
、
新
規
電
池
材
料
事
業
に
取
り

組
む
日
本
重
化
学
工
業
㈱
小
国
事

業
所
へ
支
援
す
る
環
境
型
雇
用
創

出
産
業
立
地
推
進
事
業
や
置
賜
地

域
で
観
光
地
域
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
る
「
や
ま
が
た
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
観
光
局
」
に
加
入
し
た
経
費
等

議会費
8,994万７千円
議会費
8,994万７千円

総務費
10億5,911万６千円
総務費
10億5,911万６千円

民生費
12億1,947万４千円
民生費
12億1,947万４千円

衛生費
４億4,426万３千円
衛生費
４億4,426万３千円

労働費　581万円労働費　581万円
農林水産業費
２億1,242万８千円
農林水産業費
２億1,242万８千円

商工費
３億9,056万５千円
商工費
３億9,056万５千円

土木費
７億6,508万６千円
土木費
７億6,508万６千円

消防費
２億7,633万２千円
消防費
２億7,633万２千円

教育費
６億6,041万９千円
教育費
６億6,041万９千円

災害復旧費
274万３千円
災害復旧費
274万３千円

公債費
８億9,680万７千円
公債費
８億9,680万７千円

諸支出金・予備費
501万円
諸支出金・予備費
501万円

語 句 の 説 明

に
よ
り
前
年
度
比
27
・
８
％
の
増
、

教
育
費
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
事

業
等
に
よ
り
前
年
度
比
７
・
４
％
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
会
計
で

は
、
排
水
管
の
入
れ
替
え
や
水
道

施
設
台
帳
の
電
子
化
移
行
を
進
め

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

費
用
等
に
よ
り
前
年
度
比
24
・
６

％
増
と
な
り
ま
し
た
。

特集　令和３年度施政方針および予算

歳 出
一 般 会 計

広報おぐに　2021.4

9



ハタラトーーク！ハタラトーーク！

小国高生が若手社会人と本音トーク小国高生が若手社会人と本音トーク

　働くことや休日の過ごし方などを町内の企業に勤
める若手社会人（17人参加）と小国高校生が話すこ
とで、高校生が実際に働く姿をイメージして、これ
からの人生を改めて考える機会をつくり、進路に繋
げていくことを目的とした「ハタラトーーク！」（主
催：小国町教育委員会）が３月18日に小国高校で行
われました。参加した生徒は「自分の考えはその時
その時で変わっていくものなので、興味をもったも
のには、積極的に挑戦したり、深く学ぶようにした
いと思いました。」と話してくださいました。

 ２月28日、白い森交流センターりふれ周辺を会
場として、「森の楽校」（小国町地域教育力・体験
活動推進協議会と教育委員会が主催、NPO法人こ
こ掘れ和ん話ん探検隊共催）が開催されました。
当日は、地元のマタギのかたがたが先生となり、
子どもたちに動物の足跡の見分け方や生態につい
て解説が行われました。また、わらび山を登った
後、帰りはけっつ滑りにも挑戦。晴れ渡る青空の
下、密を避け、小国の大自然を堪能しました。

　３月14日、おぐに開発総合センターで黒
沢峠茶屋跡測量調査報告会「黒沢峠に茶屋
があった頃」が開催されました。講師は東
北芸術工科大学歴史遺産学科の北野博司教
授で、昨年９月にゼミ生や保存会の方々と
一緒に行った茶屋跡（古屋敷）の測量調査
の結果を報告してくださいました。北野教
授によると、建物の構造や付随物の痕跡か
ら古屋敷が単なる一時的な茶屋ではなく、
生活の場であったことが推察されるとのこ
と。参加者は、敷石道だけでない黒沢峠の
歴史的価値について学ぶことができました。

黒沢峠敷石道保存会主催・教育委員会共催黒沢峠敷石道保存会主催・教育委員会共催

黒沢峠茶屋跡測量調査報告会黒沢峠茶屋跡測量調査報告会

雪の森のようちえん雪の森のようちえん

思い思いに雪のおひな様を製作思い思いに雪のおひな様を製作

　ＮＰＯ法人ここ掘れ和ん話ん探検隊（吉田岳理事
長）による雪の森のようちえんが２月23日に水源の
郷交流館周辺で行われ、雪の中に埋められたお菓子
を探し出すお宝さがしやそり滑り、雪を利用したひ
な壇づくりをしました。雪を固めて階段状にしたも
のに、色をつけてひな壇をつくり、参加者各自が思
い思いの雪だるまに枝や葉っぱで装飾したひな人形
を飾りつけ、楽しんでいました。

森の楽校森の楽校

マタギとアニマル・トラッキングマタギとアニマル・トラッキング

▲雪で作ったおひな様の前でにっこり
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　任期満了に伴い今年の５月で、協力隊を卒業することに

なりました。任期後も町に残ることを決め、仕事の一つと

して始めたのがこのシェアハウスです。大宮子易両神社の

敷地内にある一軒家をお借りし、民泊の許可も取りました。

もう既に多くの人が集まる場所になってきていて、今は山

形大学の４年生が住んでいます。町内外問わず引き続き住

人を募集していますので、興味のあるかたはお気軽にご連

絡下さい。さて、これまでお世話になったかたがた、本当

にありがとうございました。私にとって小国町は故郷と呼

べるかけがえのない場所となりました。四季がはっきりと

していて、マタギから先端産業まであるこの魅力ある町を

好きになってくれる人はまだまだいます。町外から人を呼

び込み、町を活性化できるような活動をこれからの仕事に

していけたらと思っていますので宜しくお願いします。

「シェアハウス始めました
　　　　　そして協力隊を卒業します」　　

　　　　　地域おこし協力隊　吉
よ し だ

田　悠
ゆ う と

斗

協力隊通信

series 60

協力隊活動報告会協力隊活動報告会

１年間の成果を堂々発表１年間の成果を堂々発表

　今年度小国町では、緑のふるさと協力隊の中原凌
さん、地域おこし協力隊の吉田悠斗さん（農業振興）、
岩井拓磨さん（集落支援）、本間かりんさん（studio
こぐま代表）、阿部宜行さん（高校魅力化コーディ
ネーター）が協力隊として活動しています。２月24
日にショッピングセンターアスモで活動報告会が
行われ、１年間取り組んだ成果を発表しました。今
年度の報告会は、コロナ感染症対策のため入場者を
限定して開催しましたが、町のＨＰで公開しており
ますので、興味のあるかたは、この機会にぜひご覧
ください。

 小さいころから町内産木材と触れ合うことで木
工製品や地元への愛着を深めてもらいたいと、
３月21日、にファーストファニチャー贈呈式が
行われました。贈呈した家具は「Book man（ブッ
クマン）」で、ロボットの形をした絵本ラックで
す。22人の子どもたちが参加し、町長から家具
を手渡されました。受け取った後には、自分で
選んだ目を入れる作業を行い、自分だけの絵本
ラックを喜んで持ち帰りました。

３歳児のためのファーストファニチャー贈呈式３歳児のためのファーストファニチャー贈呈式

はじめての自分専用の絵本ラックはじめての自分専用の絵本ラック

▲シェアハウスでたこ焼きパーティー

▲ Book man▲ Book man
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白
太
郎
山
や
足
駄
山
な
ど
、
朝
日

連
峰
南
端
の
祝
瓶
山
か
ら
連
な
る

山
々
に
端
を
発
す
る
石
滝
川
は
、
大

字
五
味
沢
の
出
戸
集
落
で
荒
川
本

流
と
出
合
い
ま
す
。
か
つ
て
、
こ
の

出
戸
に
開
か
れ
て
い
た
五
味
沢
小
学

校
。
昭
和
46
年
（
新
校
舎
完
成
は
翌

年
）
、
統
合
校
と
し
て
北
部
小
学
校

が
誕
生
す
る
ま
で
は
、
驚
集
落
よ
り

上
流
に
あ
る
集
落
の
児
童
た
ち
が
集

う
当
地
区
の
中
心
校
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
広
い
校
区
を
有
す

五
味
沢
小
学
校
に
も
、
冬
季
分
校

が
２
箇
所
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
、
『
広
報
お
ぐ
に
』

２
０
２
０
年
８
月
号
で
紹
介
し
た
樋

倉
の
冬
季
分
校
。
そ
し
て
、
も
う
一

つ
が
、
石
滝
川
の
一
番
上
流
側
に
位

置
す
る
中
野
集
落
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
『
北
部
小
・
中
学
校
閉
校

記
念
誌
あ
ら
か
わ
』
（
平
成
25
年
発

刊
）
に
よ
る
と
、
中
野
冬
季
分
校
は

20
年
ほ
ど
前
の
平
成
10
年
度
ま
で
開

設
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
中
野
冬
季
分
校
と
樋
倉
冬
季

分
校
、
さ
ら
に
は
入
折
戸
冬
季
分
校

と
、
北
部
地
区
に
あ
っ
た
三
つ
の
冬

季
分
校
で
、
あ
わ
せ
て
20
年
以
上
教

員
を
勤
め
た
と
い
う
小
股
の
伊
藤
一

義
さ
ん
（
昭
和
18
年
生
ま
れ
）。
と

く
に
中
野
冬
季
分
校
は
、
そ
の
大

半
を
過
ご
し
た
思
い
出
深
い
分
校
で

す
。
高
校
を
卒
業
し
た
翌
年
の
冬
か

ら
、
そ
こ
で
冬
期
間
限
定
の
教
員
生

活
を
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
中
野
冬
季
分
校
は
先
生
一
人
だ

っ
た
な
。
た
だ
、
ど
う
い
う
わ
け
な

ん
だ
か
私
の
場
合
、
必
ず
い
な
い
学

年
が
あ
っ
て
よ
、
５
学
年
し
か
持
っ

た
こ
と
が
な
い
ん
だ
。
そ
れ
で
も
一

番
多
い
と
き
で
15
人
い
て
あ
っ
た
。

教
室
が
狭
い
も
ん
だ
か
ら
大
変
だ
っ

た
な
。

　

中
野
で
は
学
校
に
泊
ま
っ
て
た
。

炊
事
は
自
分
で
す
る
わ
け
だ
け
ど

も
風
呂
は
な
く
て
、
周
り
の
家
に

も
ら
い
に
行
っ
た
な
。
順
番
決
め

て
よ
、何
曜
日
は
ど
こ
の
家
っ
て
。

　

今
み
た
い
に
ガ
ス
と
か
何
か
が

学
校
に
あ
る
わ
け
で
な
く
、
炊
事

は
全
部
、
教
室
の
薪
ス
ト
ー
ブ
で

地
域
の
学
び
舎
、

冬
季
分
校⑪

中
野　

し
て
た
な
。
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
た

あ
と
、そ
こ
で
ご
飯
作
っ
て
。
た
だ
、

お
か
ず
な
ん
か
は
よ
く
隣
の
母
ち
ゃ

ん
の
世
話
に
な
っ
た
な
。『
こ
れ
、

よ
う
け
作
っ
た
か
ら
け
（
食
）
え
』

な
ん
て
。
あ
と
、
ウ
サ
ギ
捕
ま
え
た

か
ら
食
べ
に
来
い
っ
て
、『
今
晩
は

オ
レ
の
家
に
風
呂
入
り
に
来
い
』
っ

て
呼
ば
れ
る
こ
と
な
ん
か
も
あ
っ
た

な
。」
そ
う
懐
か
し
そ
う
に
伊
藤
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　

金
目
集
落
や
徳
網
・
樋
倉
集
落
と

同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
も
ま
た
狩
猟
の

盛
ん
な
地
域
で
し
た
。

　

「
最
初
、
中
野
冬
季
分
校
は
12
月

か
ら
４
月
末
ま
で
だ
っ
た
ん
だ
。
た

だ
、
４
月
に
な
っ
て
く
る
と
春
休
み

は
あ
る
し
、
い
ろ
い
ろ
学
校
行
事
が

あ
っ
て
本
校
に
子
ど
も
ら
を
連
れ
て

こ
ね
ば
な
ん
ね
え
か
ら
、
そ
の
う
ち

４
月
の
早
い
う
ち
に
止
め
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
だ
な
。

　

そ
れ
で
毎
年
、
最
後
に
閉
校
式
を

４
月
初
め
に
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ

の
頃
に
な
る
と
、
ク
マ
捕
り
が
始
ま

る
ベ
。
閉
校
式
に
は
必
ず
初
物
を
ご

馳
走
に
な
っ
た
な
。

　

あ
の
頃
、学
校
に
泊
ま
っ
て
る
と
、

夜
遅
く
、ラ
ン
プ
つ
け
て
、人
が
（
学

校
前
の
）
雪
の
斜
面
下
り
て
く
る
の

が
見
え
る
ん
だ
。
ク
マ
捕
り
で
夜
遅

く
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ベ
な
、
金
目

川
か
ら
越
え
て
来
て
。『
あ
あ
、
あ

そ
こ
ま
で
帰
っ
て
来
た
な
』
っ
て
分

か
る
ん
だ
。」
と
、
伊
藤
さ
ん
は
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　

集
落
の
周
り
に
広
が
る
自
然
は
、

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
、
そ
し
て
子

ど
も
た
ち
を
大
ら
か
に
育
ん
で
い
ま

し
た
。
「
晴
れ
て
る
日
は
ス
キ
ー
よ

く
や
っ
た
。
学
校
裏
に
ス
キ
ー
場
っ

て
い
う
か
滑
る
の
に
良
い
と
こ
ろ
あ

っ
て
、
そ
こ
で
遊
ん
だ
り
。
あ
と
、

堅
雪
に
な
る
と
な
、
山
の
上
ま
で
眺

め
に
行
っ
た
。

　

（
教
室
は
）
日
当
た
り
い
い
部
屋

だ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
よ
、
春
先
に
な

っ
て
く
る
と
、
ス
ト
ー
ブ
止
め
て
も

暑
く
て
い
ら
れ
ね
え
こ
と
が
あ
っ
た

ん
だ
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
子

ど
も
だ
か
ら
表
さ
行
き
た
い
っ
て
言
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小倉沢

▲中野冬季分校（昭和32年11月）

玄関入ってすぐのところに横長の体育室があり、その奥に教室一部屋

と、宿直室などがあった。伊藤さんが勤めた当時、雪が多い年は学校前

の積雪量が４ｍを超えることもあったと言う。また、吹雪がすごいとき

は、中学生も五味沢中学校（出戸）まで行けず、この校舎の宿直室で

自習し、休み時間になると小学生たちと一緒に遊んでいたそうである。

（写真＝小国町役場所蔵）

石滝・出戸方面

い
出
し
て
な
。
マ
ン
サ
ク
取
っ
て
み

た
り
、
コ
ブ
シ
の
つ
ぼ
み
大
き
く
な

っ
て
き
た
の
を
見
た
り
。
今
（
３
月
）

時
分
に
な
っ
て
く
る
と
、
木
（
薪
）

切
り
を
お
父
さ
ん
た
ち
み
ん
な
で
す

る
も
ん
で
よ
。
そ
こ
に
弁
当
た
が
っ

て
見
学
に
連
れ
て
行
っ
た
り
も
し
た

な
。
」
と
、
伊
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
児
童
た

ち
が
集
う
冬
季
分
校
は
、
地
域
の
大

人
た
ち
に
と
っ
て
も
「
希
望
」
の
満

ち
た
愉
し
み
の
場
で
し
た
。

　

「
子
ど
も
も
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

一
番
（
冬
季
分
校
を
）
楽
し
み
に
し

て
る
の
は
地
元
の
爺
ち
ゃ
ん
、
婆
ち

ゃ
ん
だ
ご
て
な
。
『
分
校
始
ま
っ
て
、

い
（
良
）
か
っ
た
な
』
っ
て
。
ど
こ

の
地
区
さ
行
っ
て
も
爺
ち
ゃ
ん
、
婆

ち
ゃ
ん
が
喜
ん
で
、
よ
く
遊
び
に
来

て
く
れ
た
ん
だ
な
。『
今
日
は
ひ
な

祭
り
だ
か
ら
来
て
く
れ
よ
』
と
か
、

『
ク
リ
ス
マ
ス
す
っ
か
ら
来
て
く
れ

よ
』
と
か
言
う
と
、
喜
ん
で
、
お
茶

菓
子
た
が
っ
て
来
て
く
れ
た
。
逆

に
、『
昔
話
教
え
る
か
ら
子
ど
も
連

れ
て
来
い
』
な
ん
て
言
っ
て
く
れ
る

婆
ち
ゃ
ん
も
い
た
な
。
入
折
戸
（
冬

季
）
分
校
の
隣
に
い
た
婆
ち

ゃ
ん
だ
け
ど
、昔
話
好
き
で
、

上
手
な
人
で
よ
。
子
ど
も
ら

と
行
っ
た
ら
喜
ん
で
く
れ
た

な
。」
と
、
伊
藤
さ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
以
外

に
も
白
沼
地
区
の
間
瀬
や
高

松
、
明
沢
、
あ
る
い
は
、
玉

川
足
中
地
区
の
足
野
水
や
北

山
な
ど
、
か
つ
て
町
内
に
は

数
多
く
の
冬
季
分
校
が
開
設

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
、
中
野
冬
季
分
校

同
様
、
本
校
か
ら
離
れ
た
山

深
い
集
落
の
な
か
に
あ
り
ま

し
た
。
冬
は
雪
で
閉
ざ
さ
れ

が
ち
に
な
る
な
ど
厳
し
い
環

境
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
び
と

は
、
周
り
の
豊
か
な
自
然
を
利
用

し
て
た
く
ま
し
く
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
互
い
に
協
力
し
、
大

切
な
地
域
の
学
び
舎
を
支
え
、
児
童

は
も
ち
ろ
ん
、
若
い
教
員
た
ち
を
も

あ
た
た
か
く
、
大
ら
か
に
育
て
て
い

た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
の
力

と
、
そ
れ
ら
を
支
え
て
い
た
想
い
を

今
一
度
見
つ
め
直
し
、
未
来
へ
と
伝

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

小小倉沢



  

令
和
３
年
第
３
回

令
和
３
年
第
３
回  

小
国
町
議
会
定
例
会

小
国
町
議
会
定
例
会

　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
が
３
月

４
日
か
ら
12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や

令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
、
条
例
改

正
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
に

１
億
４
０
８
０
万
７
千
円
を
追
加

　

一
般
会
計
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
る
減
収
に
対
す
る
、
町
立
病
院
及

び
老
人
保
健
施
設
へ
の
負
担
金
を

追
加
す
る
ほ
か
、
道
路
除
排
雪
に
要

す
る
経
費
、
県
執
行
事
業
の
主
要

地
方
道
玉
川
沼
沢
線
道
路
改
良
に

係
る
負
担
金
等
を
追
加
す
る
と
と

も
に
、
決
算
見
込
み
に
基
づ
く
不
要

額
の
減
額
を
行
い
ま
し
た
。
補
正

額
は
１
億
４
０
８
０
万
７
千
円
の
増

額
と
な
り
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

80
億
９
４
６
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
見
込
額
に

基
づ
き
、
白
い
森
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
に
原
資
を
積
み
増
し
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

■
障
害
者
自
立
支
援
給
付
に
つ
い
て
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
給
管
理
シ
ス

テ
ム
の
改
修
に
要
す
る
経
費
を
追
加

し
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
３
月
末
で
閉
園
す
る
お

ぐ
に
保
育
園
か
ら
民
間
保
育
施
設
に

転
園
す
る
際
に
生
じ
る
、
園
児
服
等

の
購
入
費
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
、

所
要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

■
町
立
病
院
で
借
り
入
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
減
収
対
策
債
１
億
５
千
万
円

の
借
入
基
準
が
確
定
し
、
再
算
定
の

結
果
、
約
７
千
万
円
が
減
額
と
な
っ

た
た
め
、
不
足
相
当
額
を
負
担
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
町
道
の
維
持
補
修
で
は
、
今
冬
の

豪
雪
に
よ
り
道
路
舗
装
の
損
壊
や
構

造
物
の
破
損
等
に
よ
っ
て
維
持
管
理

費
が
増
大
し
た
ほ
か
排
雪
経
費
に
不

足
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
所
要
額

を
措
置
し
ま
し
た
。

■
小
中
学
校
に
お
い
て
、
感
染
防
止

対
策
に
用
い
る
消
耗
品
及
び
備
品
を

追
加
購
入
す
る
経
費
を
措
置
し
ま
し

た
。
ま
た
小
国
小
学
校
の
駐
車
場
内

に
設
置
し
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
児

童
の
安
全
確
保
の
た
め
、
児
童
昇
降

口
と
職
員
玄
関
に
移
設
す
る
こ
と
と

固定資産税課税台帳の閲覧
土地家屋価格等帳簿の縦覧

　令和３年度固定資産課税台帳の閲覧と、土地家屋価格等帳簿の縦覧を

行います。この機会に所有する資産をご確認ください。

■期間（土日祝除く）　４月１日㈭～５月31日㈪

■受付時間　８時30分～17時15分

■場　所　小国町役場　町民税務課

■問合先　町民税務課税政管理室（☎62－2403）へ

し
、
所
要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

小
国
町
議
会
議
員
及
び
小
国
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
に
要
す
る

費
用
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

設
定
に
つ
い
て

　

町
村
の
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
に

係
る
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
改
正
公
職
選
挙
法
が
令
和

２
年
12
月
に
施
行
さ
れ
、
選
挙
公
営

の
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

公
費
負
担
の
上
限
等
を
規
定
す
る
た

め
の
条
例
を
新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

第
14
次
小
国
町
町
有
林
森
林
経
営
計

画
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

町
有
林
の
経
営
に
つ
い
て
、
昭
和

31
年
に
制
定
し
た
小
国
町
町
有
林
野

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
５
年
１
期
の

森
林
経
営
計
画
を
策
定
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
平
成
28
年
に
策
定

し
た
第
13
次
計
画
の
期
間
が
終
了
す

る
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間

の
第
14
次
計
画
を
策
定
し
、
２
月
９

日
に
小
国
町
農
林
業
振
興
協
議
会
に

て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
同
計
画
で
は
、

町
有
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
高

度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
合
理
的
な

森
林
施
業
を
実
施
し
、
森
林
資
源
の

活
用
を
図
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

14



令和３年度小国町住宅リフォーム

総合支援事業費補助金について
制度が大幅に変わりましたのでご注意下さい。

■補助要件　①「新・生活様式対応」、「減災・部分補強」、
「寒さ対策・断熱化」、「バリアフリー化」、「克雪化」、
「県産木材使用」のいずれか１つ以上を含む工事で、
かつ町の定める基準点を満たすこと。②町内に住所
を有するかたで、自身が町内に所有する住宅等にか
かる工事であること。③工事施工にあたり、県内業
者と請負契約を締結すること。④工事に要する費用
が10万円以上であること。⑤令和４年１月末までに
完了する工事であること。⑥町税等に滞納がないこ
と。⑦申請前に工事を着工していないこと。

■補助金額　◎一般世帯：リフォーム工事費の10％
（上限12万円）。町内業者と契約する場合は、工事費
の20％（上限24万円）。◎一定の条件を満たす「新
婚」、「移住」、「子育て」世帯等：リフォーム工事費

の15％（上限15万円）。町内業者と契約する場合は、

工事費の30％（上限30万円）

■申込み　補助金交付申請書に必要な書類を添えて、地域整
備課に提出してください。申請書は地域整備課にあります。

■募集開始　４月15日㈭～

■その他　受付は申請順で、町の予算の範囲内で助成します。
■問合先　地域整備課建設管理室（☎62－2431）へ

加藤春雄氏から
学校用教材が寄贈されました

　学校運営協議会委員や各学校での読み聞か
せ活動等にもご尽力いただいた、故加藤美惠
子さんの夫で学校サポーターの加藤春雄さん
から、町内の各小中学校に学校用備品や文庫
が寄贈されました。３月15日におぐに開発総
合センターで各小中学校長に目録が手渡さ
れ、加藤さんは、「妻は、読み聞かせ活動等
を通しての子供たちや先生との関わりをとて
も楽しみにしていました。お世話になったお
礼として寄贈します。ありがとうございまし
た。」と述べられました。

　

小
国
町
立
病
院
の
阿
部
吉
弘
院

　

小
国
町
立
病
院
の
阿
部
吉
弘
院

長
先
生
が
３
月

長
先
生
が
３
月
3131
日
を
も
っ
て
退

日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
院
長
先
生

任
さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
院
長
先
生

は
、
平
成
３
年
４
月
に
山
形
大
学

は
、
平
成
３
年
４
月
に
山
形
大
学

医
学
部
附
属
病
院
か
ら
当
院
へ
院

医
学
部
附
属
病
院
か
ら
当
院
へ
院

長
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
平
成
４
年

長
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
平
成
４
年

に
は
訪
問
看
護
室
を
、
平
成
５
年

に
は
訪
問
看
護
室
を
、
平
成
５
年

に
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

に
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

1111
年
に
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介

年
に
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介

護
を
一
元
化
し
た
地
域
包
括
医
療

護
を
一
元
化
し
た
地
域
包
括
医
療

ケ
ア
の
拠
点
施
設
で
あ
る
町
立
病

ケ
ア
の
拠
点
施
設
で
あ
る
町
立
病

院
が
完
成
、
翌
年
に
温
身
の
郷
が

院
が
完
成
、
翌
年
に
温
身
の
郷
が

開
所
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
タ
ウ
ン

開
所
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
タ
ウ
ン

「
癒
し
の
園
」
の
形
成
を
け
ん
引
さ

「
癒
し
の
園
」
の
形
成
を
け
ん
引
さ

れ
、
小
国
町
の
地
域
医
療
の
発
展

れ
、
小
国
町
の
地
域
医
療
の
発
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月

　

３
月
1919
日
に
健
康
管
理
セ
ン
タ

日
に
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
で
、
退
職
記
念
講
演
会
が
開
催

ー
で
、
退
職
記
念
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
院
長
先
生
は

さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
院
長
先
生
は

「
医
者
に
は
、
誰
に
で
も
忘
れ
ら

「
医
者
に
は
、
誰
に
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
。
在

れ
な
い
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
。
在

宅
看
護
の
な
い
時
代
、
若
く
し
て

宅
看
護
の
な
い
時
代
、
若
く
し
て

寝
た
き
り
状
態
に
な
っ
た
か
た
が

寝
た
き
り
状
態
に
な
っ
た
か
た
が

退
院
さ
れ
、
高
校
生
の
娘
さ
ん
か

退
院
さ
れ
、
高
校
生
の
娘
さ
ん
か

ら
「
お
父
さ
ん
が
家
に
い
る
っ
て

ら
「
お
父
さ
ん
が
家
に
い
る
っ
て

い
い
な
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
在

い
い
な
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
在

宅
で
看
護
が
で
き
れ
ば
、
病
院
で

宅
で
看
護
が
で
き
れ
ば
、
病
院
で

は
で
き
な
い
、
家
族
と
の
大
切
な

は
で
き
な
い
、
家
族
と
の
大
切
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
地
域
包
括
医
療
・

れ
を
き
っ
か
け
に
地
域
包
括
医
療
・

ケ
ア
の
重
要
性
を
認
識
し
、
積
極

ケ
ア
の
重
要
性
を
認
識
し
、
積
極

的
に
行
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

的
に
行
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。」

た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に

　

最
後
に
「
病
院
に
健
康
以
外
の

「
病
院
に
健
康
以
外
の

こ
と
も
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
よ

こ
と
も
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
よ

う
な
行
政
と
病
院
の
連
携
が
上
手

う
な
行
政
と
病
院
の
連
携
が
上
手

く
と
れ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

く
と
れ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
は
、
今
後
も
阿
部
院
長
先
生
の

町
は
、
今
後
も
阿
部
院
長
先
生
の

築
か
れ
た
地
域
包
括
医
療
の
取
り

築
か
れ
た
地
域
包
括
医
療
の
取
り

組
み
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

組
み
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

▲退職記念講演会での様子
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33
　

３
月
19
日
㈮
に
開
催
し
た
白
い
森

ま
る
ご
と
塾
の
終
了
後
、
今
年
度
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
受

賞
し
た
プ
ラ
ン
の
、
そ
の
後
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

麵
屋
雪
国
の
村
田
篤
則
さ
ん
か
ら
は
、

辛
み
そ
の
商
品
化
に
つ
い
て
、
発
表

い
た
だ
き
ま
し
た
。
元
祖
、
激
辛
、

旨
辛
と
辛
さ
を
３
段
階
に
し
た
「
辛

み
そ
３
兄
弟
」
と
し
て
発
売
予
定
で
、

デ
ザ
イ
ン
に
も
村
田
さ
ん
の
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
な
ど

の
ほ
か
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
視

野
に
販
売
を
計
画
。
材
料
に
は
小
国

町
農
業
振
興
公
社
の
お
ぐ
に
味
噌
、

地
酒
桜
川
を
使
用
し
て
お
り
、
小
国

町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役
買
い
た
い
と
意

気
込
み
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
井
上
昌
樹
さ
ん
か
ら

は
、
新
た
な
事
業
化
を
目
指
し
、
一

般
社
団
法
人
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
を
設

立
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
、
郷
土
料
理
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
商
品
開
発
や
酒
蔵
を

活
用
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
・

宿
泊
施
設
の
運
営
な
ど
を
通
し
て
、

発
酵
の
力
で
世
を
醸
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
以
前
の

ま
る
ご
と
塾
で
も
講
師
を
お
願
い
し

た
新
潟
市
の
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
鈴
木
将
さ
ん
監
修

に
よ
る
お
に
ぎ
り
と
デ
ィ
ッ
プ
ソ
ー

ス
、
桜
川
の
酒
粕
を
使
用
し
た
お
風

呂
で
使
え
る
「「
世よ

か
も醸

す
」
の
酒
粕
に

ご
り
湯
」
の
商
品
化
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

店
頭
に
並
ん
だ
際
に
は
、
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
い
た
だ
き
、
新
た
な
取
り

組
み
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
白
い
森
お
ぐ

に
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
塾
や
白
い
森
ま
る

ご
と
塾
を
開
催
し
、
小
国
町
の
優
れ

た
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
や
、
町
外
の
事
業
者
や
個
人

と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

▲一般社団法人ＹＯＫＡＭＯＳ（よかもす）を設立した
　鈴木将さん、井上昌樹さん、石井宏和さん

▲麵屋雪国から販売を予定している
「辛みそ３兄弟」

　       雪国で自然を味わう！
　　　　「食」文化ツアー開催！！白い森New

s

白い森おぐにビジネスプランコンテスト受賞プランの取り組みがすすんでいます！白い森おぐにビジネスプランコンテスト受賞プランの取り組みがすすんでいます！

　白い森おぐにをまるごと体験してもらいました！

　３月13日から14日の２日間、雪国ならではの暮

らしや食文化を味わってもらう体験ツアーが行わ

れ、新潟県村上市と熊本県小国町に住む２人が参

加しました。ツアー

では、「からこ」づ

くりやジビエ料理、

スノートレッキング

などを体験してもら

い、町の魅力を発信

するとともに将来的

な移住につなげてい

くこととしています。
▲からこづくり体験▲からこづくり体験
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「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」

　春の火災予防運動を４月９日㈮～22日㈭までの14
日間実施します。期間中、午前７時と午後７時に防
災ラジオにより、注意喚起が放送されます。また、
11日㈰14時～16時まで消防団の消防ポンプ自動車が
火災予防のため町内防火パレードを実施します。
　空気が乾燥し、火災が発生しやすいため、火の取
り扱いには十分注意しましょう。また、住宅用火災
警報器は火災を早期発見し、火災による死傷者を減
らします。動作確認、交換時期の確認をしましょう。

■問合先　町民税務課（☎62－2260）または
　　　　　消防署小国分署（☎62－2154）へ

春の火災予防運動春の火災予防運動

　次の手当等には、それぞれ所得制限が設けられています。対象となるかたは、申請が必要です。

児 等当童 手 度制 内の 案ご

■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ

児童手当 母子家庭等修学費 児童扶養手当 特別児童扶養手当

対象者
出生から中学校修了前の児

童を養育しているかた。

母子・父子家庭で児童を養

育しているかた。父母とも

にいない場合は、親に代わっ

て児童を養育しているかた。

母子・父子家庭で児童を養

育しているかた。父母とも

にいない場合は児童を養育

しているかた。父・母が重

度の障がい者である家庭。

身体、知的、精神に障がい

のある児童を在宅で養育し

ているかた（疾病による内

部障がいも該当する場合が

あります）。

手当月額

R3.4現在

３歳未満15,000円

３歳以上小学校修了前

第１子・２子　  10,000円

第３子以降　   15,000円

中学生　一律   10,000円

特例給付一律   5,000円

小学生　2,000円

中学生　3,000円

高校生　3,500円

43,160～10,180円

加算額

２人目10,190～5,100円

３人目以降6,110～3,060円

※所得、認定経過年数に応じ

て手当額が変更になります。

１級　52,500円

２級　34,970円

支給期間
出生から中学校修了まで（申

請月の翌月から支給）

児童が小学校入学から満18

歳に到達する年度末まで（在

学期間中のみ）

児童が満18歳に到達する年度

末まで（一定の障害がある場

合は20歳未満）

児童が満20歳に到達する月

まで

支給月 ６・10・２月 ９・３月 ５・７・９・11・１・３月 ４・８・12月

現況届等 毎年６月に現況届提出 毎年８月に現況届提出 毎年８月に現況届提出 毎年８月に所得状況届提出

 ゴミ収集車やごみ処理施設における発火事故を防止するため、４月からスプレー缶や充電式電池の分別方法が

変わります。
　各項目の分別方法をご覧いただき、ご協力をお願いします。

■スプレー缶　旧）「燃やせないごみ」　
　⇒新）「空き缶類」として、透明な袋にいれて資源ごみで回収することになりました。（他の空き缶類と同じ袋

　　でも可能） ※これまで同様、使い切って（中を空にして）穴を開けて出してください。

■充電式電池　旧）「購入した販売店の回収ボックス」
　⇒新）加熱式たばこ、充電式電気シェーバー、電動歯ブラシは、「有害ごみ」として回収可能になりました。

※露出している金属端子部分にセロハンテープ等で絶縁して、「有害」と記載した透明な袋に入れて、不燃ご
みの回収日に「有害ごみ」として出してください。

■問合先　町民税務課町民生活担当（☎62－2260）へ

スプレー缶や充電式電池の分別方法が変わりますスプレー缶や充電式電池の分別方法が変わります

■対　　象　町公共下水道認可区域外の住宅で、
汲み取り便槽または単独処理浄化槽を合併処理
浄化槽に替える工事をする場合。

■補助金額　５ 人 槽　40万円
　　　　　　６～７人槽　50万円
※単独処理浄化槽からの切り替えの場合は、一律

８万円を加算します。また、リフォーム（新築以
外）で設置する場合は県の上乗せ補助があります。

　５ 人 槽　20万８千円（上限）
　６～７人槽　25万９千円（上限）
■その他　新築で合併処理浄化槽を設置する場合

は補助要件があるので、お問合せください。
■問合先　地域整備課建設管理室（☎62－2431）へ

合併処理浄化槽の設置補助合併処理浄化槽の設置補助

広報おぐに　2021.4
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　現在、町民の皆さんに安全かつ確実にワクチン接種ができるよう準備を進めています。
■ワクチンの効果と注意点
　私たちがもつ体内の異物を攻撃する免疫の仕組みを利用して、新型コロナウイルス感染症の
発症を予防するものです。ワクチン接種後も基本的な感染予防対策（マスクの着用、３密の回
避、手洗いなど）が必要です。
■ワクチン接種を受けるにあたり注意が必要なかた
　下記にあてはまる人は、注意をしてください。

新型コロナウイルスワクチン接種情報新型コロナウイルスワクチン接種情報

該当するかたは、
必ずかかりつけ
医に相談してく
ださい。

　◇抗凝固療法を受けているかた、血小板減少症または凝固障害のある
かた

　◇過去に免疫不全の診断を受けたかた、先天性免疫不全症の近親者が
いるかた

　◇心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの基礎疾患のあるかた
　◇過去に予防接種を受けて、接種後２日以内に発熱や全身性の発疹な

どのアレルギーが疑われる症状がでたかた
　◇過去にけいれんを起こしたことがあるかた
　◇ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こる恐れがあるかた

■妊婦、または妊娠している可能性があるかた、授乳中のかたは、接種前の診察時に必ず医
師へ伝えてください。

■詳細については、４月中旬以降順次発送予定の接種の案内をご確認ください。
■問合先　健康福祉課地域保健担当
　　　　　（☎0120-567442（フリーダイヤル））へ

愛犬に狂犬病予防注射を！愛犬に狂犬病予防注射を！ 　犬を飼う場合、飼い主のかたは愛犬に、年に一度
必ず狂犬病の予防注射を受けさせる義務がありま
す。狂犬病に対しては現在のところ有効な治療法が
ありませんので、予防注射は必ず受けてください。

■持参するもの
集合注射料金3,300円（釣銭なし）、予

防注射の問診表（記載の上）

■犬の登録について
犬を飼う場合は、町への登録が必要で
す。住所変更や死亡等があった場合

は、事前に手続きをしてください。

■注意点
注射の際、犬が暴れたり他の犬や人に
けがをさせてしまうことも考えられま
す。しっかり抑えることができるかた

が連れてきてください。

■問合先
　町民税務課町民生活担当
　（☎62－2260）へ

実施日 会　場 時　間

４月19日㈪

叶水基幹集落センター前 ９：30～９：45

白子沢警鐘台前 10：05～10：10

沼沢駅前 10：20～10：30

伊佐領会館前 10：40～10：55

種沢ふれあいセンター 11：05～11：30

宮の森会館前 13：30～14：00

多目的屋内運動場「あいべ」駐車場 14：10～15：00

４月20日㈫

旧沖庭小学校前 ９：30～９：55

むつみ会館前 10：00～10：10

旧あさひ保育園前 10：25～10：35

りふれ駐車場 10：45～11：00

旧小玉川小中学校前 12：55～13：05

玉川高齢者コミュニティセンター前 13：25～13：35

樽口観光わらび園管理所 13：50～14：00

小国町役場東側駐車場 14：30～15：30

◇町立病院休診のお知らせ◇◇町立病院休診のお知らせ◇
　新型コロナワクチンの医療従事者接種に伴い、次の期間の午後の一般外来を休診いたします。
■期間：４月７日㈬～９日㈮および27日㈫～30日㈮
■休診となる診療科：内科（上記の期間全て）、耳鼻いんこう科（4/7,9,28,30）、眼科（4/27）
※なお、救急対応は行います。当日、体調不良などで受診を希望する場合は、受診前に電話
（☎61-1111）でご相談ください。

広報おぐに　2021.4
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な

　「コロナに負けないお店紹介」と題しシリー
ズで感染防止対策に取り組み営業する飲食店
を紹介します。
　※メニュー料金は１人前の金額（税込）です。

そ
ば
処　

丸
武
（
あ
け
ぼ
の
）

旬
彩　

う
を
徳
（
栄
町
）

■
電
話

　
　
　

62-

５
８
８
３

■
営
業
時
間

　

17
時
～
22
時
（
㈰
定
休
）

店
主
よ
り
一
言

　

他
に
も
、
弁
当
（
750
円
）、

折
詰
弁
当
（
1,500
円
）、
刺
身
の

盛
り
合
わ
せ
や
豚
の
角
煮
、
コ

ブ
サ
ラ
ダ
（
各
550
円
２
品
で
1,000

円
）
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
・

各
品
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

コロナに
いけ負

お店紹介
vol. ３

■
電
話

　
　
　

62-

２
４
５
７

■
営
業
時
間

　

11
時
30
分
～
14
時
（
㈫
定
休
）

　

夜
は
予
約
の
み

店
主
よ
り
一
言

　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
以

外
に
も
夜
の
一
品
料
理
な
ど
も

お
作
り
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
親
子
丼
（
550
円
）、

鳥
天
丼
（
650
円
）
な
ど
、
そ

ば
屋
の
丼
物
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

「自生山菜」の放射性物質に注意

　これから「自生山菜」の発生時期を迎えるに

あたり、次の事項に留意してください。

　①「自生山菜」は、生育環境の違いにより

放射性物質の濃度にばらつきがあるため、

出荷前に検査を徹底し、安全性を確認して

から出荷してください。なお、出荷には、「イ

ンターネット等による通信販売」も含まれ

ますので、注意してください。

　②特に「コシアブラ」は、過去に基準値を

超える放射性物質が検出されていますので

自主検査を徹底し、安全性を確認してくだ

さい。

■問合先　農林水産部森林ノミクス推進課

　　　　　木材産業振興担当（☎023－630－2525）へ

　または　置賜総合支庁森林整備課

　　　　　普及担当（☎0238-26-6065）へ

東京オリンピック2020

聖火リレー当日の
　　ボランティア募集

　聖火リレーにボランティアとして参加してみません聖火リレーにボランティアとして参加してみません
か。東京オリンピック聖火リレーの実施にあたり、ボか。東京オリンピック聖火リレーの実施にあたり、ボ
ランティアを募集します。ランティアを募集します。
■日　　時　６月６日㈰　９：00～14：00（予定）
■活動場所　長井市聖火リレーコース沿道
■活動内容　沿道での走路確保及び観覧車誘導等
■募集人数　30人程度
■申込要件　

①町内在住、在職、在学し、令和３年４月１日時点
で高校生以上のかた（18歳未満のかたは、保護者
の同意が必要です。）

②活動日時・場所での活動に支障がないかた
③長井市で開催する事前説明会（平日18時～予定）

に参加できるかた
④電子メールでの連絡が可能なかた

■応募方法　申込書の提出または長井市ホームページ
からオンラインで申込ください。

■申込期限　５月７日㈮
■問合先　　
　長井市総合政策課　オリンピックパラリンピック・
　文化スポーツ交流推進室（☎0238－87－0714）へ

天丼（１人前）850円
鳥天　　　　　550円
鳥から（むね）550円

（写真は２人前と1.5人前）

海鮮丼1,200円
弁　当1,000円

広報おぐに　2021.4
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募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
４
階
）

■
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

②
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地

　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
対
象

▽
世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

▽
60
歳
以
上
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
（
同

居
す
る
配
偶
者
ま
た
は
60
歳
以

お
知
ら
せ

上
の
親
族
が
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
）

①
～
②
共
通

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

４
月
12
日
㈪

◎
入
居
時
期　

５
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

　

４
月
１
日
㈭
よ
り
、
開
設
時
間

を
変
更
し
ま
す
。

■
開
設
時
間
（
平
日
・
予
約
不
要
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

※
こ
れ
ま
で
㈫
・
㈮
は
雇
用
相

談
員
が
常
駐
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
４
月
１
日
以
降
は
、
す
べ

て
の
曜
日
で
産
業
振
興
課
職
員

が
対
応
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

相
談
希
望
の
か
た
は
、
役
場
２

階
町
民
税
務
課
窓
口
へ
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

産
業
振
興
課
商
工
労
政
担
当

　

（
☎
62-

２
４
１
６
）
へ

雇
用
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
募
集
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

■
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
対
象　

入
居
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
間

　

４
月
12
日
㈪
～
４
月
16
日
㈮

■
入
居
時
期　

５
月
上
旬

■
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
（
長
井
市
）
総
合
案
内
窓
口

■
問
合
先　

県
営
住
宅
指
定
管

理
者
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事

務
所
（
☎
０
２
３
８
‐
24
‐

２
３
３
２
）
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

月日
対象となるお子さん

３・４カ月児 ９・10カ月児

４月30日㈮
Ｒ２年12月、
Ｒ３年１月生まれ

Ｒ２年６月、７月生まれ

７月２日㈮ Ｒ３年２月、３月生まれ ８月、９月生まれ

９月３日㈮ ４月、５月生まれ 10月、11月生まれ

11月５日㈮ ６月、７月生まれ 12月、Ｒ３年１月生まれ

１月７日㈮ ８月、９月生まれ ２月、３月生まれ

３月４日㈮ 10月、11月生まれ ４月、５月生まれ

月日 対象となるお子さん

６月25日㈮ Ｒ１年10月、11月、12月

10月８日㈮ Ｒ２年２月、３月、４月、５月生まれ

２月４日㈮ Ｒ２年５月、６月、７月、８月生まれ

月日 対象となるお子さん

６月30日㈬ Ｈ30年９月、10月、11月、12月生まれ

10月20日㈬ Ｈ31年１月、２月、３月、４月生まれ

２月16日㈬ Ｒ１年５月、６月、７月、８月生まれ

月日 対象となるお子さん

４月２日㈮ Ｈ29年８月、９月、10月、11月生まれ

８月６日㈮ Ｈ29年12月、Ｈ30年１月、２月、３月生まれ

12月10日㈮ Ｈ30年４月、５月、６月、７月生まれ

　乳幼児健診は、健康管理センターで行います。
　当日は、母子健康手帳を持参してください。
◇問合先　健康管理センター（☎61－1000）へ

令和３年度令和３年度 乳幼児健診の日程乳幼児健診の日程乳乳幼幼児健診児健診のの日程日程

■フッ素塗布　１歳６カ月児健診、２歳児歯科健診で希望
されるかたに行います。そのほか、おおよそ２歳、３歳に
なるかたにもフッ素塗布を行っていますので、町ホーム
ページをご確認ください。

■３・４カ月児健診　 受付 13:10～13:20
■９・10カ月児健診　 受付 13:00～13:10

■１歳６カ月児健診   受付 12:30～13:00

■２歳児歯科健診　  受付 13:00～13:15

■３歳児健診　　　 　受付 12:30～13:00
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今月の納税
　 　４月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前
日まで、指定の口座に入金し
てください。

●４月 2 6日㈪　水道料  
●４月 3 0日㈮　
軽自動車税、介護保険料、下水道料、

簡易水道料、住宅使用料、保育料、児

童福祉使用料

■問合先

　町民税務課税政管理室

　（62－2403）へ

２０２１．４

　
４４月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　 右 の 表 は ３ 月19日 現 在 で ハ ロ ー
ワークへ登録された求人のうち、小国町
をおもな就業先としている求人情報です。
既に雇用が確定している場合もあります
ので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワー
ク長井（☎84－8609）へ

■４月の広場日程　

４月４日㈰ 南陽　加藤歯科医院（宮内） 0238－47－2216

４月11日㈰ 米沢　もり歯科医院 0238－26－6406

４月18日㈰ 米沢　万世歯科クリニック 0238－28－0820

４月25日㈰ 川西　ふなやま歯科医院 0238－42－3057

４月29日㈭ 長井　松下歯科医院 0238－87－0878

５月２日㈰ 南陽　村越歯科医院 0238－40－3295

５月３日㈪ 南陽　さくら歯科クリニック 0238－27－8241

５月４日㈫ 米沢　中川デンタルクリニック 0238－37－3311

５月５日㈬ 白鷹　佐藤歯科医院 0238－85－2422

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

㈱アウトソーシング庄内営業所（派）シリコン製品の製造、機械操作 ３人 ８：20～16：50他

㈱ＳＴＡＹ（介護付き有料
老人ホームこもれびの里）

有料老人ホームにおける介護職 ２人 ６：30～15：30他

㈱ツルハ
（ツルハドラッグ）

登録販売者（ツルハドラッグ小
国店）

２人
８：30～22：30
の間の８時間程度

㈲豊嶋石英硝子 石英硝子の加工 ２人 ８：30～17：00

長谷川工業㈱
加工スタッフ（カーボン） １人

８：30～17：00
加工スタッフ（ＳｉＣ） １人

おぐに白い森㈱ 応接員 ２人 ６：30～16：00他

大河内産業㈲

一般事務員 １人

８：00～17：00一般作業員 ２人

ダンプ・重機運転士 １人

㈱横川建設

現場管理（１級又は２級土木施工管理技士） １人

８：00～17：00作業員 ２人

重機オペレーター見習い ２人

㈱野沢酒造店 営業兼清酒製造業務 １人 ８：05～17：20他

㈲小国技研 ボーリング洗浄工及び作業管理補助 ２人 ８：00～17：00

ハイコー㈱ 電気工事（見習い可） ３人 ８：00～17：00

置賜教育事務所 （臨）常勤講師（小学校） ４人 ８：20～16：50

㈱旭林業 林業技術士、大型運転手 ２人 ８：00～17：00

㈱山芳工務店 電気設備工（見習い） ３人 ９：00～18：00

遠藤建設㈱

土木施工管理技士 １人

８：00～17：00重機オペレーター １人

一般作業員 ２人

㈱小国いきいき街づくり公社 販売員 １人 ９：00～17：00他

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９：30～11：30・13：00～15：30

（水・金は午後のみ）
不要

写真アート ４/12～５/７　【テーマ】５月の節句 不要

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　
■利用時の注意点　
　・マスクの着用をお願いします。
　・平熱より１度高い場合は発熱となり利用できません。
　・体調の悪い場合は、利用できません。　
■その他　
　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談に応じています。
■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）

休日当番担当歯科医のお知らせ

　４月の健診については、20ページ
に掲載している乳幼児健診の日程を
ご覧ください。

休館日 
　毎週月曜日・祝日

～新着図書～

宇 佐 見 り ん
新 川 帆 立
町 田 そ の こ
伊 吹 有 喜
アンデシュ・ハンセン

◇推し、燃ゆ 
◇元彼の遺言状
◇52ヘルツのクジラたち
◇犬がいた季節
◇スマホ脳

　新型コロナウイルス感染拡大のた
め、下記イベントを中止としました。

◎令和２年度成人式（５月２日予定）
■問合先　教育振興課
　　　　　（☎62－2141）ヘ

イベント中止情報
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■
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▼
町
立
病
院
院
長
（
兼
）
包
括
ケ
ア
推
進
監

（
兼
）
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
（
兼
）

介
護
老
人
保
健
施
設
施
設
長
阿
部
吉
弘
▼

総
合
政
策
課
長
（
兼
）
政
策
企
画
室
長
山
口

英
明
▼
町
民
税
務
課
長
加
藤
康
浩
▼
健
康

福
祉
課
主
任
保
健
師
野
本
恵
利
子
▼
教
育

振
興
課
教
育
振
興
室
長
後
藤
園
恵

■
新
規
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

▼
総
合
政
策
課
主
事
補
益
田
圭
汰
▼
町
民
税

務
課
主
事
補
吉
田
健
人
▼
産
業
振
興
課
技
師

補
河
内
峻
甫
▼
地
域
整
備
課
主
事
補
矢
部
絵

里
▼
教
育
振
興
課
主
事
補
本
間
聡
史

■
再
任
用
（
４
月
１
日
付
）

▼
地
域
整
備
課
建
設
技
術
指
導
員
菅
野
享

一
▼
産
業
振
興
課
森
林
管
理
指
導
員
舟
山

博
▼
産
業
振
興
課
観
光
経
済
指
導
員
加
藤

康
浩
▼
健
康
福
祉
課
福
祉
推
進
指
導
員
原

田
千
鶴
子
▼
町
立
病
院
看
護
指
導
員
塚
原

美
春

■
昇
任
昇
格
（
４
月
１
日
付
）

▼
町
立
病
院
院
長
（
兼
）
包
括
ケ
ア
推
進

監
（
兼
）
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所

長
（
兼
）
介
護
老
人
保
健
施
設
施
設
長
伊

藤
宏
【
町
立
病
院
副
院
長
（
兼
）
診
療
統

括
部
長
（
兼
）
医
療
安
全
推
進
監
（
兼
）

介
護
老
人
保
健
施
設
医
師
】
▼
町
民
税

務
課
長
（
兼
）
税
政
管
理
室
長
佐
藤
重

美
【
地
域
整
備
課
建
設
管
理
室
長
】
▼
産

業
振
興
課
農
林
振
興
担
当
課
長
（
兼
） 

農

林
振
興
室
長
（
兼
） 

農
林
技
術
専
門
員
渡

邊
久
光
【
産
業
振
興
課
農
林
振
興
室
長 

町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

【【 
 

 
 

】
は
前
職

】
は
前
職

（
兼
）
農
林
技
術
専
門
員
】
▼
地
域
整
備
課

長
（
兼
）
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
推
進
室

長
二
馬
健
【
健
康
福
祉
課
福
祉
政
策
室
長

（
兼
）
福
祉
担
当
主
査
】
▼
総
合
政
策
課
政

策
企
画
室
長
土
屋
裕
樹
【
総
合
政
策
課
政

策
統
括
主
査
】
▼
健
康
福
祉
課
福
祉
政
策

室
長
佐
藤
ひ
と
み
【
総
務
課
行
政
管
理
担

当
主
査
】
▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
次

長
渡
部
由
美【
町
民
税
務
課
課
税
担
当
主
査
】

▼
教
育
振
興
室
長
（
兼
）
学
校
教
育
担
当

主
査
加
藤
智
香
子
【
学
校
教
育
担
当
主
査
】

▼
会
計
室
会
計
主
査
舟
山
亜
樹
【
会
計
室
会

計
係
長
】
▼
町
民
税
務
課
町
民
生
活
担
当
主

査
羽
田
淳
哲
【
町
民
税
務
課
町
民
生
活
担

当
係
長
】
▼
教
育
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

担
当
主
査
貝
沼
俊
明
【
教
育
振
興
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
担
当
係
長
】
▼
町
民
税
務
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▼
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兼
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友
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潟
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▼
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兼
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携
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兼
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介
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兼
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携
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介
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働
の
ま
ち
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く
り
担
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主
査
片
桐
研
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【
総
合
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策
課
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策
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村
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和
【
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介
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▼
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絡
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長
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【
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域
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備
課
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設
管
理
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▼
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口
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【
総

務
課
管
財
・
危
機
管
理
担
当
係
長
】
▼
総
合

政
策
課
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課
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光
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課
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▼
介
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人
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健
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設
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任
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師
米
野
早
苗
【
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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任
看
護
師
】▼
総
務
課
付
主
事
伊
藤
雄
一【
健

康
福
祉
課
主
事
】
▼
総
合
政
策
課
主
事
阿
部

理
沙
【
総
務
課
付
主
事
】
▼
健
康
福
祉
課

主
事
菅
野
綾
子
【
教
育
振
興
課
主
事
】
▼

健
康
福
祉
課
主
事
伊
藤
澪
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総
務
課
主
事
】

▼
産
業
振
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課
主
事
小
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諒
【
総
合
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策
課
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事
】
▼
町
立
病
院
看
護
師
勝
見
友
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【
介

護
老
人
保
健
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看
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▼
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▼
訪

問
看
護
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）
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介
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【
町

立
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院
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師
】

役場組織機構改正について
１）次期総合センターの整備に向け、総合政策課に「次期総合セ

ンター推進室」を設置しました。

２）白い森まるごとブランド構想に基づく施策の戦略的な推進を目

指し、商工・観光業務との連携強化など総合的な事業展開を図る

ため、「白い森ブランド戦略室」を産業振興課に編入しました。

３）新潟山形南部連絡道路「小国道路」の事業化に伴い、建設事

業の円滑な推進を図るため、地域整備課に「新潟山形南部連絡

道路推進室」を設置しました。

４）県立小国高等学校において、県外から高校生を受け入れるこ

とから、支援体制を構築して事業の円滑な実施を確保するため、

教育振興課に「高校魅力化推進室」を設置しました。
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 62－2330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス http://www.ogunibyoin.jp/
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仁
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 編集後記

戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和３年２月28日現在）

人口　男・・・3,613人 （－ ６）
　　　女・・・3,619人 （－ ７） 
　　　計・・・7,232人 （－ 13）
世帯数　　　3,024世帯 （－ ３）

菜
な

々
な

髙 橋
史 記
宏 恵（ 

（ ２ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

岩 井 沢 真
ま ふ ゆ

冬髙 橋
聖 和
一 美（

岩 井 沢

結婚おめでとうございます。

「ポイント納税」の廃止について

平成25年７月より、固定資産税、町県民税、国民
健康保険税、軽自動車税の納付の際に、小国町内加
盟店共通のポイントカード「オーカード」に貯まっ
たポイントによる納税を受け付けておりましたが、
令和３年３月31日㈬をもってこの手続きを廃止いた
します。

ご利用いただきありがとうございました。
なお、その他の納税方法に変更はございません。
※その他の納税方法に関しては、町民税務課収納
担当へご相談ください。

■問合先　産業振興課商工労政担当
　　　　（☎62－2416）へ

　千代田クリーンセンターくりえいと工房では、
粗大ごみとして搬入された自転車や家具を修理再
生し、展示及び無償提供を行っています。

■提供品　自転車10台、家具類５点（各回予定数）

■応募方法　
　　千代田クリーンセンターに備え付けの申込用紙

により応募してください。応募する際に身分証明
書が必要となります。複数応募があった場合、抽

選により当選者を決定します。

■時　間　９：00～16：00（㈰・㈷を除く）

■料　金　無料

■その他　
　　新型コロナウイルス感染症の状況により日程等

を変更する場合があります。

■問合先　千代田クリーンセンター

　　　　　（☎0238－57－4004）へ

千代田クリーンセンター
「くりえいと工房」再生品の提供

緑 町
東 原

彰 人
かりん（ 齋 藤

佐 藤

杉 沢
杉 沢

フォン
友 香（

ド ヴァン
佐 藤

横 山

本 間

鈴 木

山 崎

田 島

大 谷

河 内

岩 井 沢

田 沢 頭

綱木箱口

荒 沢

若 山

増 岡

岩 井 沢

緑 町

菊 子

ヨシイ

ミチ子

三 男

善 吉

栄 子

和 昭

昭 佐

（88）

（93）

（84）

（84）

（88）

（62）

（57）

（77）

展示期間
公開抽選
※午前10時

第１回 ４月７日㈬～５月８日㈯ ５月11日㈫

第２回 ６月２日㈬～７月３日㈯ ７月６日㈫

第３回 ８月４日㈬～９月４日㈯ ９月７日㈫

第４回 10月６日㈬～12月４日㈯ 12月７日㈫
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●小国町役場　☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●総務課　　　　　　　　　☎ 62－2112
●観光経済室　　　　　　　☎ 62－2416
●住民窓口担当／町民生活担当　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

●総合政策課　　　　　　☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景 No.22

㉒「白い森交流センターりふれ・わらび山からの飯豊連峰」

　動物の足跡探しやけっつ滑りを楽しむため、白い森交流センターりふれのわらび山に登ると、そ
の上空には、雲一つない青空が広がっていました。そこから町内南部方面に目を向けると、まだま
だ大量の雪を蓄えた飯豊連峰がくっきり見えています。気象条件に恵まれることで姿を現す、最高
の景色が見える場所が小国町内には数多くあります。ぜひ、足を運びお気に入りの景色を探してみ
ませんか。

広報おぐに　2021.4
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